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1．背景と研究目的 
リチウムイオン電池の高まる高性能化需要を受け、レアメタルフリー、高エネルギーな蓄電池シス

テムが求められている。ポストリチウムイオン電池としてマグネシウムをエネルギーキャリアとする

マグネシウム電池は、高い体積エネルギー密度と安全性、レアメタルフリーを特徴にもつ。実現に向

けた課題に正極材料開発があり、室温条件下でマグネシウムイオンを容易に脱挿入する正極材料を探

索する必要がある。本研究では、高電位動作が可能なマンガン酸化物の中でもトンネル型構造のα-
MnO2(OMS-2) に注目し、充放電前後のマンガン電子状態を解析した。 
 
2．実験内容 
ペルオキシニ硫酸アンモニウムと硫酸マンガン(NH4

+ / Mn = 1/1 (mol/mol)の比)を純水に溶かし、溶液

を高圧用反応用分解容器に入れ、120 度で 10 時間加熱して合成した[1]。Mn K-edge XAFS 測定は透過法

にて測定し、解析には Athena を用いた[2]。  
 
3．結果および考察 

Fig. 1 に合成した OMS-2 の充放電前後の Mn K-edge XANES スペクトルを示す。合成した OMS-2 の

吸収端スペクトルの位置より MnO2であることが確認された。放電後のサンプルではスペクトルの吸収

端の位置が低エネルギー側にシフトしたことがわかり、これは Mg の挿入反応に伴って Mn が還元した

ことを示している。充電後のサンプルについて、放電後のサンプルの吸収端位置に変化がなかったこ

とから再酸化反応が進行していないことを示唆している。これは、正極活物質から充電反応に伴って

Mg イオンが脱離できなかったことや電解液分解の副反応が生じている可能性がある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 OMS-2 電極の充放電前後 Mn K-edge XANES スペクトル 
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